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Abstract
Nara Park is located in Nara Prefecture in Japan and represents an image of the ancient capital of Nara.
This study discusses changes that were made to the sports facilities constructed in the park and the change 
of the image of Nara Park.
Nara Park was created in 1880 and was affected by a conflict between changes in the times, which require 
the development of up-to-date facilities, and the park’s ability to serve as a sightseeing attraction, which 
requires the preservation of its scenery. In 1910, an athletics stadium, tennis courts, and a baseball field were 
built. In 1928, a swimming pool was constructed and a comprehensive sports facility was added, which gave 
Nara Park a complete sporting site. Nara Park is set on land that was formerly a temple but, once the sports 
facility was created, it became a “modern” public park.
In 1988, the “Nara Silkroad Exposition” was held there. For this event, permission was given to eliminate 
the “modern” elements, which referred to the sports park, and to preserve it as an authentic “ancient city.” 
Consequently, all of the sports facilities were removed.
Through the expulsion of “modern” elements, the differences between “modern” and “the Ancient Capital 































































































































的を兼ね南北直径 170 間，総面積 1 万 5
千坪…，13 万 5 千人を収容可能な我が国
第一の大運動場とする．」
「場内を大中小及び丸型の 4 運動場に区画を分け，大運




ために設け周回 81 間，競争路面の幅は共に 5 間とする．空
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11 月 21 日には開場式及び祝賀運動会が挙行された．工事
報告によれば「域内 16445 坪の内，東西 65 間，南北 125 間，
平面 8125 坪」を整地，「大中小のコースを設け，大は円周
300 間，中は 133 間，小は 60 間」，他にテニスコート，ベー
スボールグラウンド，5 段の観覧席，浴場付きの選手控室
を設け，外周には松桜楓を植樹した 25）（図 5）．






1925（大正 14）年 4 月には，運動場東部を拡張（1225 坪），
庭球場として硬式 1 面，軟式 2 面の 3 コートを設けた 26）．
こうした施設拡充の背景には，大正期における公衆衛生概念の広がりとともに，国民の健康を維持する
ための施設として，スポーツ施設が国家的な枠組みの中で認識されるようになり，公園行政にも「体力
は国力」と見る国家的理念が反映していた 27）．「多年の懸案」（県）とされていた水泳場は 1928（昭和 3）
年に「御大典記念事業」として進捗することとなり，春日野運動場に隣接する三社池が選ばれ，翌 29 年
5 月 19 日に竣工した．敷地総面積 3300㎡のなかに競泳，高飛込，水球のできる 50m プール（水深 1.15
～ 4m）と子ども用プール（150㎡），木造家屋脱衣所が設置された．さらに，水泳場の南側にはブランコ，






1939（昭和 14）年には，紀元 2600 年奉祝事業として春日野運動場付近に山桜 100 本，水泳場の一角に














（昭和 20）年 6 月には食糧増産のため春日野
運動場が開墾され，蔬菜畑に転じた一時期も
あった 29）．


















































































































＊図 2 ～ 7，図 9 はいずれも著者蔵．一部を抜粋．
 1） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，奈良公園情報サイト「奈良公園・Quick Guide」，http://
nara-park.com/about.html，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
 2） 文化庁文化遺産リスト，古都奈良の文化財，http://bunka.nii.ac.jp/special_content/hlink7，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
 3） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．




 5） 奈良公園史編集委員会『奈良公園史』奈良県：奈良，pp. 93（1982）
 6） 白幡洋三郎『近代都市公園史の研究：欧化の系譜』思文閣出版：京都，p.180-181（1995）
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京新聞」2015 年 6 月 11 日）






















36） 1875 年に東大寺の「勅封宝物」は内務省へ移管，すなわち召し上げられた．法隆寺は 1878 年に宝物 322 点を献
納し 1 万円の下賜金を受けとった．
37） 木下直之『美術という見世物』平凡社：東京（1993）
38） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，http://nara-park.com/about.html，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
39） 「だいき」．現在の近畿日本鉄道（近鉄）の直系母体にあたる私鉄会社「大阪電気軌道」の略称．当時このように呼
ばれていた．
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